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（
1
）預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　
2
0
2
4
年
度
は
預
金
・
貸
出
金
残
高

と
も
に
前
年
度
比
増
加
し
た
も
の
の
、
貸

出
金
残
高
の
堅
調
な
増
加
率
が
続
く
一
方

で
、
預
金
残
高
増
加
率
は
や
や
低
水
準
と

な
っ
た
（
図
表
1
）。

　
貸
出
金
残
高
は
前
年
度
比
プ
ラ
ス
3
・

4
%
の
高
い
増
加
率
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
が

本
格
化
し
、
貸
出
金
利
も
上
昇
す
る
中
で

高
い
増
加
率
が
継
続
し
て
お
り
、
堅
調
な

資
金
需
要
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
堅
調
な
企
業
業
績
に
よ
る
投
資
需

要
や
、
原
材
料
価
格
、
輸
入
品
価
格
等
の

上
昇
に
よ
り
必
要
資
金
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
、
家
計
に
お
い
て
も
住
宅
投
資
価
格

の
上
昇
に
よ
る
借
入
金
の
増
加
が
主
な
要

因
と
考
え
ら
れ
る
。
貸
出
金
残
高
の
約
3

割
を
占
め
る
大
企
業
・
地
方
公
共
団
体
向

け
貸
し
出
し
が
前
年
度
比
プ
ラ
ス
4
・

2
%
と
増
加
を
け
ん
引
し
て
い
る
も
の
の
、

中
小
企
業
向
け
貸
し
出
し
や
個
人
ロ
ー
ン

も
前
年
度
比
プ
ラ
ス
3
%
程
度
の
高
い
増

加
率
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
与
信

先
区
分
で
堅
調
な
資
金
需
要
が
続
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
預
金
残
高
は
前
年
度
比
プ
ラ
ス
1
・

1
%
と
貸
出
金
に
比
べ
る
と
低
い
増
加
率

と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
増
加
率
は

低
下
傾
向
が
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
地

域
銀
行
の
み
の
傾
向
で
は
な
く
、
全
国
銀

行
協
会「
全
国
銀
行 

預
金
・
貸
出
金
速
報
」

に
よ
る
と
、
都
市
銀
行
は
24
年
度
の
預
金

残
高
の
前
年
度
比
増
加
率
が
プ
ラ
ス
1
・

4
%
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
ま
で
の

3
%
前
後
の
増
加
率

か
ら
低
下
し
て
い
る
。

24
年
度
に
お
け
る
預

金
の
増
加
率
低
下
は
、

日
本
全
体
の
傾
向
で

あ
り
、
高
齢
化
の
進

展
や
物
価
高
に
よ
る

実
質
賃
金
の
減
少
、

企
業
の
設
備
投
資
に

よ
る
手
元
資
金
の
活

用
な
ど
が
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。
金

利
上
昇
下
で
預
金
者

行
動
に
も
変
化
が
表

れ
て
お
り
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
後
段
で

も
再
び
触
れ
た
い
。

　
個
別
銀
行
で
み
る

大
幅
増
益
の
背
景
で
進
む
預
金
調
達
環
境
の
変
化

2
0
2
4
年
度
決
算
に
み
る
地
域
銀
行
の
経
営
課
題

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
4
年
度
は
、
24
年
3
月
の
日
銀
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
解
除
や
、
7
月
、
25
年
1
月
の
追
加
利
上
げ
な

ど
、
金
融
政
策
の
変
更
が
続
い
た
。「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
本
格
化
す
る
一
方
で
、
物
価
上
昇
や
地
政
学
リ
ス
ク
、
米

国
の
関
税
政
策
の
影
響
な
ど
に
よ
り
実
体
経
済
の
先
行
き
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
金
融
政
策
も
不
透
明
感
が
高
ま

っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
銀
行
の
24
年
度
決
算
資
料
1・2
を
基
に
、
こ
う
し
た
経
済
環
境
や
金
融
政
策
の
変
化
が
地
域

銀
行
の
経
営
環
境
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
3
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と
　
三
和
総
合
研

究
所
入
社
後
、旧
U
F
J
銀
行
総
合

リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を
経
て
現
職
。

当
社
入
社
以
来
、金
融
機
関
の
経
営

管
理
高
度
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等

に
従
事
。主
著「
地
域
金
融
機
関
の
将

来
経
営
計
画
」（
き
ん
ざ
い
）。

　

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決
算短信を公表している97行とした。

2　本項中の図表は全て、全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信・決算
説明資料等（97行単体ベース）、および全国地方銀行協会「地方銀行の決算の状況」、第二地
方銀行協会「統計資料（決算）」よりMURC（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）作成。

3　2023年度決算に基づく分析は、拙稿「金利上昇で求められる地域銀行のALM・プライシン
グ管理の見直し」（金融財政ビジネス2024年7月8日号）参照。
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と
、
地
域
銀
行
の
約
4
割
が
前
年
度
比
で

預
金
が
減
少
し
て
い
る
。
地
域
に
よ
り
や

や
差
が
あ
り
、
近
畿
・
中
国
地
方
の
銀
行

で
前
年
度
比
2
%
を
超
え
る
比
較
的
高
い

預
金
増
加
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
九
州
地

方
の
銀
行
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
水
準
で
あ
り
、

東
北
地
方
の
銀
行
合
算
で
は
預
金
残
高
が

前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
0
・
3
%
と
減
少
に

転
じ
て
い
る
。
一
方
で
貸
出
金
残
高
は
8

割
を
超
え
る
銀
行
が
前
年
度
比
で
増
加
し

て
お
り
、
地
域
に
よ
る
増
減
率
の
差
も
大

き
く
は
な
い
。

（
2
）損
益
の
状
況

　
地
域
銀
行
の
24
年
度
当
期
純
利
益
は
前

年
度
比
プ
ラ
ス
37
・
0
%
の
大
幅
増
益
と

な
っ
た
（
図
表
2
、
3
）。

　
当
期
純
利
益
の
最
大
の
増
益
要
因
は
資

金
利
益
の
増
加
で
あ
る
。
資
金
調
達
費
用

が
大
幅
増
加
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
貸

出
金
利
息
・
有
価
証
券
利
息
配
当
金
が

そ
れ
以
上
に
大
き
く
増
加
し
、
資
金
利

益
は
前
年
度
比
プ
ラ
ス
9
・
4
%
の
高

い
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
。
金
利
上
昇

に
よ
る
資
金
運
用
利
回
り
の
改
善
の
恩

恵
を
大
き
く
受
け
た
決
算
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
決
算
で
は
、
主
に
海
外
金

利
上
昇
に
よ
る
資
金
利
益
の
増
加
が
先

行
し
て
き
た
が
、
今
年
度
の
決
算
で
は

主
に
円
金
利
の
上
昇
に
よ
り
貸
し
出
し

利
回
り
、
有
価
証
券
運
用
利
回
り
が
上

昇
し
て
お
り
、
大
幅
な
資
金
利
益
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
金
利
上
昇
局
面
で
の
マ
イ

ナ
ス
面
の
一
つ
と
し
て
、
債
券
関
係
損

益
は
24
年
度
も
赤
字
が
続
い
て
い
る
。

赤
字
幅
は
横
ば
い
水
準
で
あ
り
、
株
式

等
関
係
損
益
の
プ
ラ
ス
効
果
に
よ
り
有

価
証
券
損
益
と
し
て
は
ほ
ぼ
相
殺
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
引
き
続
き
損
益
上
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
評
価
損

益
と
合
わ
せ
た
保
有
債
券
の
リ
ス
ク
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
金
利
上
昇
局
面
の
大
き
な

課
題
と
言
え
る
。

　
海
外
景
気
の
減
速
懸
念
等
に
よ
り
今
後

の
信
用
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
留
意

が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
24
年
度
決
算
で

は
与
信
費
用
は
減
少
し
て
い
る
。
不
良
債

権
残
高
・
不
良
債
権
比
率
も
低
下
し
て
お

り
、
足
元
の
信
用
リ
ス
ク
は
低
水
準
が
続

い
て
い
る
。

　
24
年
度
決
算
は
経
費
が
増
加
し
、
減
益

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
マ
イ
ナ

ス
金
利
局
面
に
よ
る
厳
し
い
収
益
環
境
や
、

日
銀
の
経
費
効
率
化
支
援
施
策
を
背
景
に

経
費
は
減
少
が
続
い
て
い
た
が
、
人
件
費

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
物
価
上
昇
、
将
来
に

向
け
た
投
資
経
費
の
拡
大
等
を
要
因
と
し

て
、
経
費
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
物
価

上
昇
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
D
X
）
投
資
な
ど
、
今
後
も
経

費
は
増
加
傾
向
が
続
く
と
考
え
ら
れ
、
必

要
な
経
費
投
下
と
効
率
化
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
が
課
題
と

2024/3末

2025/3末

2024/3末

2025/3末

増減率

1.1%

3.4%

2.0%

3.1%

残高
（兆円）

預金

貸出金

402.7

406.9

313.9

324.5

時系列増減率

2019
年度

9.6%

5.0%

2020
年度

3.3%

2.4%

2021
年度

2.1%

4.6%

2022
年度

2.2%

3.3%

2023
年度

1.1%

3.4%

2024
年度

〈図表1〉地域銀行の預貸金残高の増減推移

（出所）各行公表資料等よりMURC作成
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18,621
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4,271
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9.5%

18.5%

32.5%
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9.0%
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19.4%
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3.9%

-23.7%

37.0%

93.8%

79.4%

93.8%

83.5%
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87.6%
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77.3%

47.4%

52.6%

48.5%

83.5%

91

77

91

81

57

85

71

75

46

51

47

81

2024年度

32,640

12,410

9,186

38,001

6,417

43,349

27,842

15,594

-4,686

4,110

2,057

9,304

2023年度 増減率 増加行  （構成比）

5.2%

18.6%

6.2%

16.5%

41.2%

12.4%

26.8%

22.7%

52.6%

47.4%

51.5%

16.5%

5

18

6

16

40

12

26

22 

51

46

50

16

減少行  （構成比）

---

---

---

---

---

0.0%

---

2.1%

92.8%

3.1%

---

3.1%

---

---

---

---

---

0

---

2

90

3

---

3

赤字行  （構成比）

損益の増減分布（銀行数）損益（億円） うち赤字

貸出金利息

有価証券利息配当金

資金調達費用

資金利益

役務収益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益（※）

債券関係損益

株式等関係損益

与信費用

当期純利益

（※）除く投資信託解約損益

〈図表2〉地域銀行の損益分布状況

（出所）各行公表資料等よりMURC作成

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

（億円）

前年度
当期利益

資金利益 役務利益 経費 債券
関係損益

株式等
関係損益

与信費用 その他 当期利益

9,304

3,577 196

-713 -32

161
487

-235
12,745

〈図表3〉地域銀行の損益増減要因分解

（出所）各行公表資料等によりMURC作成
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な
る
。

　
経
費
や
有
価
証
券
等
の
減
益
要
素
は
あ

っ
た
も
の
の
、
資
金
利
益
の
増
加
が
粗
利

益
を
押
し
上
げ
、
当
期
純
利
益
の
大
幅
な

増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
当
期
純
利
益

の
増
益
行
は
8
割
を
超
え
て
お
り
、
資
金

利
益
や
コ
ア
業
務
純
益
の
増
加
行
も
ほ
ぼ

同
水
準
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
減
益
と

な
っ
た
銀
行
で
は
、
金
利
上
昇
が
資
金
利

益
の
増
加
に
結
び
付
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス

や
、
有
価
証
券
損
益
の
減
少
、
与
信
費
用

の
増
加
な
ど
の
要
因
が
見
ら
れ
、
特
に
規

模
の
小
さ
い
銀
行
で
減
益
と
な
っ
た
銀
行

が
あ
っ
た
。

（
3
）時
系
列
推
移

　
大
幅
な
増
益
と
な
っ
た
24
年
度
決
算
は
、

時
系
列
で
見
て
も
高
い
利
益
水
準
と
な
っ

た
。
当
期
純
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入

前
の
水
準
を
超
え
、
こ
こ
10
年
間
で
は
最

高
益
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
4
）。

　
高
い
当
期
純
利
益
を
支
え
て
い
る
の
は

コ
ア
業
務
純
益
の
増
加
で
あ
り
、
こ
ち
ら

も
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
前
の
水
準
を
超
え
、

こ
こ
10
年
間
で
は
最
高
額
と
な
っ
て
い
る
。

利
回
り
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
前
と
同
水

準
で
あ
る
も
の
の
、
預
貸
残
高
が
大
き
く

増
加
し
て
い
る
た
め
、
資
金
利
益
は
大
き

く
増
加
し
て
お
り
、
高
い
利
益
水
準
の
主

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
役
務
収

益
の
拡
大
や
経
費
削
減
努
力
も
続
い
て
お

り
、
過
去
と
比
較
し
て
も
収
益
体
質
が
強

固
に
な
っ
て
い
る
。
与
信
費
用
は
マ
イ
ナ

ス
金
利
導
入
前
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
期
や
コ

ロ
ナ
禍
前
後
に
比
べ
る
と
低
水
準
で
あ
り
、

コ
ア
業
務
純
益
に
比
べ
る
と
低
く
抑
え
ら

れ
て
い
る
。
信
用
リ
ス
ク
の
低
位
安
定
も

高
い
利
益
要
因
の
一
つ
と
言
え
る
。

（
4
）有
価
証
券
評
価
損
益
の
減
少

　
金
利
上
昇
の
恩
恵
を
受
け
て
大
幅
な
増

益
と
な
っ
た
24
年
度
決
算
で
あ
る
が
、
金

利
上
昇
は
プ
ラ
ス
と
な
る
効
果
だ
け
で
は

な
い
。

　
マ
イ
ナ
ス
影
響
の
一
つ
が
、
有
価
証
券

評
価
損
益
の
減
少
で
あ
る
。
金
利
上
昇
に

よ
り
債
券
等
の
利
回
り
は
上
昇
し
有
価
証

券
利
息
（
期
間
損
益
）
が
増
加
す
る
一
方

で
、
債
券
等
の
価
格
は
低
下
し
、
前
述
の

債
券
関
係
損
益
の
赤
字
に
加
え
て
、
保
有

す
る
債
券
等
の
評
価
損
益
が
減
少
し
て
い

る
。
24
年
度
末
の
評
価
損
益
は
前
年
度
か

ら
半
減
以
上
の
大
幅
な
減
少
と
な
り
、
こ

こ
数
年
で
の
最
低
水
準
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
5
）。

　
評
価
損
益
は
こ
こ
数
年
、
減
少
と
回
復

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
22
年
度
に
主
に
海

外
金
利
の
上
昇
に
よ
り
評
価
損
益
が
大
き

く
減
少
し
、
そ
の
後
金
利
上
昇
が
一
服
し

て
23
年
度
に
は
や
や
回
復
し
て
い
た
。
24

年
度
は
円
金
利
の
上
昇
に
よ
り
再
び
大
き

く
減
少
し
て
お
り
、
22
年
度
よ
り
も
増
減

率
・
評
価
損
益
水
準
は
低
い
。
地
域
銀
行

の
有
価
証
券
に
占
め
る
円
金
利
債
券
の
割

合
が
高
い
た
め
、
海
外
金
利
よ
り
も
影
響

は
大
き
い
。

　
地
域
銀
行
の
有
価
証
券
評
価
損
益
は
、

主
に
「
債
券
」、「
株
式
」、
投
資
信
託
や

外
国
証
券
の
「
そ
の
他
証
券
」
の
三
つ
に

分
類
さ
れ
る
が
、
24
年
度
末
は
債
券
や
そ

の
他
証
券
の
評
価
損
益
が
大
き
く
減
少
し
、

大
半
の
地
域
銀
行
で
マ
イ
ナ
ス
に
陥
っ
て

い
る
。
地
域
銀
行
全
体
で
は
株
式
の
評
価

損
益
が
債
券
や
そ
の
他
証
券
の
評
価
損
を

上
回
り
、
評
価
益
の
状
態
を
確
保
し
て
い

る
も
の
の
、
株
式
の
評
価
益
が
十
分
で
な

い
銀
行
は
有
価
証
券
全
体
で
評
価
損
が
発

生
す
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
24
年
度
末

は
、
有
価
証
券
全
体
で
評
価
損
と
な
っ
て

い
る
地
域
銀
行
が
半
数
を
超
え
、
さ
ら
に

自
己
資
本
に
対
す
る
評
価
損
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
銀
行
が
増
え
て
い
る
。

　
金
融
政
策
が
さ
ら
な
る
金
利
上
昇
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
探
る
中
で
、
債
券
の
評
価
損

益
は
今
後
も
減
少
傾
向
が
予
想
さ
れ
、
株

20,000
18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0
2014 15 16 17 18 19 20 21 22 23

16,000

2,057

9,304

24

19,113

1,570

12,745

（億円） コア業務純益
与信費用
当期純利益

〈図表4〉地域銀行の損益時系列推移

評価
損益
（兆円）

増減率
自己資本に対する評価損益の比率
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〈図表5〉地域銀行の有価証券評価損益分布

（出所）各行公表資料等よりMURC作成、評価損益は一部非開示行に
ついてMURC推計値を含む
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式
市
場
の
動
向
に
よ
っ
て
は
株
式
の
評
価

益
で
カ
バ
ー
し
き
れ
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
る
。
有
価
証
券
の
評
価
損
益
は
、
直
接

的
な
利
益
に
は
反
映
さ
れ
ず
、
多
く
の
地

域
銀
行
で
は
自
己
資
本
比
率
に
も
影
響
し

な
い
。
一
方
で
、
利
回
り
の
低
い
資
産
に

資
金
が
固
定
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
リ
ス

ク
テ
イ
ク
可
能
な
投
資
余
力
の
減
少
を
招

き
、
将
来
的
な
収
益
機
会
の
縮
小
に
つ
な

が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
金
利
上
昇
に
よ
る
期
間
損
益
の
拡
大
と
、

債
券
の
実
現
損
益
や
評
価
損
益
の
減
少
は

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
地
域
銀
行
に

と
っ
て
は
、
金
利
上
昇
の
リ
ス
ク
と
リ
タ

ー
ン
を
見
極
め
な
が
ら
、
自
ら
の
経
営
体

力
に
合
わ
せ
て
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
方
針
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
既
に

評
価
損
が
拡
大
し
経
営
体
力
を
圧
迫
し
て

い
る
場
合
は
、
評
価
損
の
回
復
の
可
能
性

等
を
検
証
し
た
上
で
、
実
現
損
と
し
て
計

上
し
、
新
規
投
資
に
よ
る
期
間
損
益
拡
大

を
目
指
す
方
が
中
長
期
的
に
は
望
ま
し
い

場
合
も
あ
る
。
金
利
上
昇
シ
ナ
リ
オ
や
ス

ト
レ
ス
シ
ナ
リ
オ
に
よ
り
期
間
損
益
や
実

現
損
益
、
評
価
損
益
、
そ
の
他
業
務
の
損

益
な
ど
を
適
切
に
検
証
し
つ
つ
、
金
融
市

場
の
将
来
見
通
し
や
経
営
理
念
に
応
じ
た

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
を
定
め
る
、「
金
利

の
あ
る
世
界
」
の
A
L
M
（
資
産
・
負
債

の
総
合
管
理
）
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

（
5
）預
金
残
高
増
加
率
の
低
下

　
金
利
上
昇
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
も

う
一
つ
の
懸
念
材
料
が
、
預
金
残
高
増
加

率
の
低
下
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
地
域

銀
行
全
体
の
預
金
残
高
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
前
年
度
ま
で
の
堅
調
な
増
加
に

対
し
て
、
24
年
度
は
増
加
率
が
低
下
し
た
。

ま
た
、
個
別
銀
行
で
は
4
割
の
銀
行
で
減

少
し
て
お
り
、
前
年
度
ま
で
と
比
較
し
て

預
金
調
達
基
盤
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
動
き
は
金
利
上
昇

の
み
の
要
因
と
は
言
え
な
い
。
預
金
は
経

済
・
社
会
活
動
に
伴
っ
て
増
減
す
る
も
の

で
あ
り
、
変
化
の
背
景
に
は
物
価
上
昇
や

消
費
・
投
資
支
出
の
拡
大
な
ど
の
経
済
環

境
の
変
化
や
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
相

続
に
よ
る
流
出
な
ど
の
人
口
動
態
の
変
化

も
影
響
す
る
。
他
業
態
を
含
め
た
競
合
金

融
機
関
の
動
向
に
影
響
さ
れ
る
部
分
も
大

き
い
。
銀
行
に
よ
っ
て
経
済
・
社
会
環
境

や
地
域
性
、
競
合
環
境
が
異
な
る
た
め
、

各
銀
行
で
自
行
の
預
金
動
向
を
把
握
し
、

要
因
分
析
と
と
も
に
、
預
金
調
達
基
盤
の

拡
充
に
向
け
た
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　
日
銀
の
預
金
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

24
年
度
の
預
金
動
向
に
は
三
つ
の
大
き
な

特
徴
が
あ
る
（
※
国
内
銀
行
が
対
象
の

た
め
、
都
市
銀
行
を
含
む
点
に
留
意
）。

　
1
点
目
は
、
要
求
払
預
金
（
流
動
性

預
金
）
か
ら
定
期
性
預
金
へ
の
シ
フ
ト

で
あ
る
（
図
表
6
）。
こ
れ
ま
で
低
金

利
環
境
下
で
は
要
求
払
預
金
が
堅
調
に

増
加
し
、
定
期
性
預
金
は
緩
や
か
な
減

少
が
続
い
て
き
た
。
24
年
度
は
、
要
求

払
預
金
が
減
少
に
転
じ
、
定
期
性
預
金

の
増
減
率
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。

こ
れ
は
金
利
上
昇
に
よ
り
、
定
期
性
預

金
と
要
求
払
預
金
の
利
回
り
差
が
拡
大

し
、
定
期
性
預
金
の
運
用
上
の
魅
力
が

向
上
し
て
預
け
替
え
が
進
ん
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
法
人
や
公
共
預
金

で
こ
う
し
た
動
き
が
顕
著
で
あ
り
、
利

回
り
に
対
す
る
感
応
度
の
高
い
預
金
者
行

動
が
う
か
が
え
る
。

　
2
点
目
は
、
人
格
別
の
預
金
動
向
の
差

が
明
確
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
は
個
人
、
法
人
、
公
共
の

各
人
格
で
い
ず
れ
も
堅
調
な
預
金
残
高
の

増
加
が
続
い
て
き
た
が
、
24
年
度
は
公
共

預
金
が
引
き
続
き
高
い
増
加
率
が
続
く
一

方
で
、
個
人
預
金
、
法
人
預
金
は
増
加
率

が
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
預
金
増
加

を
け
ん
引
す
る
高
い
増
加
率
だ
っ
た
分
、

法
人
預
金
の
増
加
率
の
低
下
幅
が
大
き
い
。

ま
た
、
法
人
や
公
共
は
要
求
払
預
金
か
ら

定
期
性
預
金
へ
の
シ
フ
ト
が
顕
著
で
あ
る

の
に
対
し
、
個
人
預
金
は
要
求
払
預
金
の

増
加
が
続
い
て
お
り
、
定
期
性
預
金
の
増

加
率
も
低
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
預

金
は
、
法
人
等
に
比
べ
て
金
利
感
応
度
が

低
い
ほ
か
、
決
済
性
の
生
活
預
金
等
が
あ

り
、
定
期
性
預
金
へ
の
預
け
替
え
の
ハ
ー

ド
ル
が
依
然
と
し
て
高
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
人
格
に
よ
る
預
金
者
行

動
の
違
い
が
金
利
上
昇
に
よ
っ
て
顕
著
に

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
今
後
の
預
金
基

盤
拡
充
戦
略
を
検
討
す
る
上
で
も
、
自
行

預
金
者
の
特
性
把
握
が
重
要
で
あ
る
。

前年度末比増減率（％） 2024年度
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〈図表6〉国内銀行の預金残高増減率

（出所）日銀「預金者別預金」よりMURC作成
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3
点
目
は
、
都
道
府
県
単
位
で
個
人
預

金
が
減
少
す
る
地
域
が
増
え
て
き
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
個
人
預
金
は
こ
れ
ま
で

日
本
全
体
で
堅
調
な
増
加
を
続
け
て
お
り
、

各
都
道
府
県
の
銀
行
預
金
も
基
本
的
に
は

増
加
基
調
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
24
年
度

の
個
人
預
金
は
、
多
く
の
都
道
府
県
で
昨

年
度
か
ら
増
減
率
が
低
下
し
て
お
り
、
15

の
都
道
府
県
で
前
年
度
比
減
少
に
転
じ
て

い
る
（
図
表
7
）。
特
に
四
国
や
東
北
な

ど
の
地
方
圏
で
減
少
に
転
じ
た
都
道
府
県

が
多
く
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
相
続
な

ど
人
口
動
態
の
変
化
が
主
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
東
京
都
は
他
都
道
府
県
よ
り

高
い
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
昨

年
度
の
増
減
率
か
ら
は
低
下
し
て
お
り
、

単
に
地
域
間
の
移
動
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
各
地
域
は
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
資
産
を
有
す
る
高
齢
者
の
増
加

な
ど
に
よ
り
預
金
が
増
加
し
て
き
た
が
、

24
年
度
は
人
口
減
少
の
勢
い
が
上
回
る
地

域
が
拡
大
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

M
U
R
C
（
三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
&
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
で
は
、
日
本
経
済
の

中
期
的
な
見
通
し
や
将
来
人
口
動
態
、
社

会
環
境
の
変
化
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
地

域
別
の
「
預
貸
金
見
通
し
」
を
行
っ
て
い

る
が
、
全
国
の
個
人
預
貯
金
は
30
年
ご
ろ

を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
転
じ
る
と
予
測

し
て
い
る
。
M
U
R
C「
預
貸
金
見
通
し
」

と
比
較
す
る
と
、
24
年
度
の
傾
向
は
や
や

減
少
に
転
じ
る
地
域
が
多
い
が
、
こ
れ
が

一
時
的
な
要
因
な
の
か
、
そ
れ
と
も
今
後

も
継
続
す
る
長
期
的
な
預
金
減
少
傾
向
の

入
り
口
な
の
か
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
6
）収
益・リ
ス
ク
管
理
の
基
盤
と
な
る
預
金
者
行
動
分
析

　
預
金
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
環
境
下
で
は

調
達
し
て
も
運
用
収
益
を
拡
大
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
堅
調
な
増
加
基

調
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
方
、「
金
利
の

あ
る
世
界
」
で
は
、
運
用
に
よ
る
利
ざ
や

収
益
を
拡
大
す
る
た
め
、
改
め
て
預
金
調

達
基
盤
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
預
け

替
え
等
預
金
者
が
動
き
出
し
た
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
預
金
調
達
基
盤
の
拡
大
に
向
け

た
施
策
を
取
る
銀
行
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　
し
か
し
、
前
述
の
通
り
預
金
者
の
動
き

は
一
様
で
は
な
く
、
人
格
や
預
金
商
品
、

地
域
性
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
動
向
は
大
き

く
異
な
る
。
金
融
機
関
や
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
性
が
拡
大
し
て
い
る
現
状
で
は
、
か
つ

て
の
よ
う
な
金
利
や
営
業
マ
ン
パ
ワ
ー
に

よ
る
拡
大
施
策
だ
け
で
は
預
金
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
ず
、
長
期
間
の
預
け
入
れ
が
継

続
す
る
よ
う
な
、
粘
着
性
の
高
い
預
金
の

獲
得
は
難
し
い
。

　
効
率
的
な
預
金
調
達
基
盤
の
拡
大
や
粘

着
性
の
高
い
預
金
の
増
加
の
た
め
に
は
、

預
金
者
の
属
性
や
取
引
状
況
に
よ
っ
て
預

金
残
高
に
与
え
る
影
響
を
分
析
す
る
「
預

金
者
行
動
分
析
」
が
欠
か
せ
な
い
。
自
行

の
預
金
者
デ
ー
タ
を
整
備
し
、
ど
の
よ
う

な
属
性
や
取
引
特
性
を
有
す
る
預
金
者
の

粘
着
性
が
高
い
か
、
ど
の
程
度
影
響
を
与

え
て
い
る
か
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
取
る
べ
き
施
策
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
顧
客
層
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
預
金
者
行
動
分
析
は
、
金
利

上
昇
下
の
A
L
M
・
リ
ス
ク
管
理
上
も
重

要
と
な
る
。
地
域
銀
行
の
多
く
は
、
流
動

性
預
金
の
う
ち
長
期
滞
留
す
る
「
コ
ア
預

金
モ
デ
ル
」
を
A
L
M
・
リ
ス
ク
管
理
に

お
い
て
利
用
し
て
い
る
が
、
預
金
者
行
動

分
析
で
流
動
性
預
金
の
粘
着
性
・
滞
留
性

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ア
預
金
モ

デ
ル
を
自
行
の
預
金
者
や
環
境
に
合
わ
せ

て
よ
り
精
緻
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

コ
ア
預
金
は
金
利
リ
ス
ク
の
計
測
や
債
券

の
運
用
戦
略
の
検
討
に
重
要
な
指
標
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
設
定
次
第
で
取
り

得
る
A
L
M
施
策
・
運
用
戦
略
も
変
わ
っ

て
く
る
。
こ
の
た
め
、
金
利
環
境
の
変
化

に
合
わ
せ
て
コ
ア
預
金
の
精
緻
化
に
取
り

組
む
動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
金
利
上
昇
に
よ
り
収
益
の
増
加
が
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
資
金
利
益
を
生
み
出
し

て
い
る
の
は
安
定
的
な
預
金
調
達
基
盤
が

あ
っ
て
こ
そ
、
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
貸
し

出
し
や
債
券
投
資
の
分
析
や
管
理
の
精
緻

化
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
預
金
に
関
し
て

は
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

「
金
利
あ
る
世
界
」
の
適
切
な
収
益
管
理
・

リ
ス
ク
管
理
を
行
い
、
さ
ら
な
る
金
利
上

昇
下
で
も
収
益
を
拡
大
し
て
い
け
る
よ
う
、

預
金
調
達
に
関
し
て
も
分
析
と
拡
充
策
の

検
討
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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〈図表7〉国内銀行の都道府県別個人預金残高増減率

（出所）日銀「都道府県別預金」よりMURC作成


